
第２次草津市協働のまちづくり推進計画　策定スケジュール（案）
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年 平成３０年度

8月 9月 10月

　・平成30年度 第２回

スケジュール
市民参加の手法の検討
市民公益活動団体対象調査の報告

月

市民参加の
手法

平成３１年度

2月 3月

議会・庁議

評価
委員
会

・第２回

素案の検討

・第３回

　現状と課題の整理
　各主体の期待される
　取組の検討

3月 4月 5月 6月 11月7月10月 11月 12月 1月 2月

 ・地域円卓会議

　   　　・公開型パブコメ
　　　　     ・公開型パブコメ

　
   パブコメ

実績報告

1月12月

・平成31年度 第１回

市の具体的施策の検討

・第５回

公表案報告
↓

印刷発注（3/31ま
でに完了）

・第３回

パブコメ案提示

　
   　・第４回

　パブコメ結果報告
　意見に対する
　考え方の検討

意見書検討

ポイント ポイント

・期待される取組の検討

・ＫＰＩの検討

ポイント

・全体目標の設定

ポイント

・具体的施策の見直し

（事業内容、ＫＰＩ）

ポイント

・全体最終確認・スケジュールの確定

・市民参加の手法の検討

本文作成 素案修正

＜策定のポイント＞

・施策体系（Ｐ１７、Ｐ１８）「期待される取組」の見直し

・市の具体的施策の見直し（掲載事業の是非、ＫＰＩ(成果指標)の導入）

・計画全体目標の設定（協働のまちづくり全体目標）



課題共有型地域円卓会議 

概要 

 課題共有型地域円卓会議とは、地域の様々な担い手がテーマ（課題）を共有し、アイデア

と知見を持ち寄り、ネットワークを構築するための対話の場をいう。 

 

目的 

計画の実行性について様々な人の知見を出してもらい広く市民の方と共有し、委員会の

検討過程に反映させる。 

 

会議の流れ 

（約 2時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

テーマ（案） 

『どのような計画にすれば実行性をもつものになるのか』 

 

メンバー（案） 

【センターメンバー】 

 属性 名前 

1 まちづくり協議会  

2 市民公益活動団体  

3 中間支援組織  

4 行政  

5 メディア、ビジネスセクター  

6 先駆的地域代表者  

 

【司会】 土山 希美枝  

 

【記録者】  
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プロジェクター 
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  １ 
課題・審議

内容発表 20分 論点提供者 

  ２ 情報提供 40分 センターメンバー（事例・データ） 

  ３ 
議論 
→発表 30分 

センターメンバー・サブメンバー・参加者 
（３人１組） 

  ４ 議論 20分 センターメンバー 

  ５ まとめ 10分 記録者 

：センターメンバー 

：サブメンバー 

：参加者 

：司会 

☆：記録者 
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